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自作システムで挑む
町工場の生産管理の最適解

　今回は株式会社タカハシの事例を紹介します。
東京の三河島駅前の商店街の中にある従業員５人
とパート・内職を合わせて約20人の町工場で、
ゴムスポンジワッシャーを月産数千万個も製造し
ています。同社では具体的な課題として、月末に
多くの時間を給与計算や請求業務など社内の処理
に費やし、紙での管理では作業忘れが多発してい
ました。注文された製品の生産計画がないため、
場当たり的な生産管理を行っていたのです。これ
らの課題を解決するためにIoTツールを自前で開
発・導入して現場の状況を把握し、高度な生産管
理システムを自社主導で導入しています。生産管
理のシステム化について、詳しく見ていきます。
　まず特徴的なのは入出力のやり方です。現場に
負担がなく、間違いが起きにくいように多くの工
夫がなされています。現場での入力は全てバーコー
ドです。材料の置き棚、受注番号、手配書、作業
指示、作業実績など現場に必要な情報はバーコー
ドを読み取ることで画面に表示されます。数量変
更や一部の追加情報だけは数字入力が必要なので、
キーボードもあります。しかしこのキーボードは、
テンキーとエンターキーだけを残し、他キーは抜
いてフェルトで埋めて「エンターは１回ずつ軽く
押してください」というテープを貼り、誤操作が
起こりにくいものを独自開発しています。
　こうしたシステム化の効果としては、給与計算
が半日から20分、請求業務も半日から30分弱、

月に数件あった作業忘れは０件、納品書発行は１
時間から10分と、大幅に短縮、改善されました。
またロット管理や各種帳票出力も自動化され、お
客さまからの問い合わせにも即答できるようにな
りました。何より、現場を可視化しデータによる
評価基準を設けた結果、誰もが自信を持って仕事
に取り組めるようになったことが最大の成果とい
えます。
　進め方も特徴的で、まず社長自身が工程管理シ
ステムを自作し、現場が「やりたいこと」「楽に
したいこと」を明確にしました。その後親族と一
緒に、データ構造を整理しシステム化する業務範
囲を拡張していきました。その取り組みを１年半
続けた結果、管理データ体系やマスタ構成などが
明確になったので外注しました。システム運用後、
さまざまなデータ分析ができるようになったので
す。システム上のデータだけでなく、議事録や変
更履歴、業務上のイベントなど定性データを融合
することで、現場で起きていることを解像度高く
把握できて、具体的で効果的な打ち手を講じられ
るようになりました。
（この事例は筆者取材時のものであり、現在では
異なる場合があります）
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